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した。このうち 2 成分の他は未知成分であったので，非イソ α酸態苦味物質群に属する主要 3 成分を





な試料でも α酸， β酸，イソ α酸， ô-イソ α酸，フムリン酸およびフルポンの 6 成分を簡易，迅速，
しかも正確に定量することが可能となった。さらに苦味酸分子のエノールプロトンの NMR シグナルに
基づく NMR による同族体新分析法を設定する一方， δ 一樹脂画分の定量的抽出を初めて達成し， ô 一
樹脂吸光分析法を確立した結果を示している。














グラフイーを用いて麦酒苦味質は少くとも 90成分より構成されることを見出し そして非イソ α酸苦
味物質群に属する主要 3 成分を単離，化学構造を決定し ， lupoxes α ， lupoxes b, lu，戸oxes α と命名し
た。次いで麦酒醸造における苦味質の科学的管理の目的で イオン交換クロマトグラフイ一法と NMR
法による既往分析法にまさるすぐれた苦味質分析法を確立した。
さらに従来忽布利用の上から損失となっていた β酸の有効利用の目的で β酸を化学的に好収量でテ
トラヒドロ α酸に導き，これが新に麦酒苦味源として利用できることを確めた。
これらの結果は麦酒苦味質化学の分野ならびに醸造工業に貢献するところ大である。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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